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  上 記 支 持 体 か ら 剥 離 さ れ た ゲ ル フ ィ ル ム は 、 通 常 回 転 ロ ー ル に よ り 走 行 速 度 を 規 制 し な
が ら 走 行 方 向 に 延 伸 さ れ る 。 機 械 搬 送 方 向 へ の 延 伸 倍 率 （ Ｍ Ｄ Ｘ ） は 、 １ ４ ０ ℃ 以 下 の 温
度 で １ ． ０ １ ～ １ ． ９ 倍 、 好 ま し く は １ ． ０ ５ ～ １ ． ６ 倍 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ０ ５ ～
１ ． ４ 倍 で 実 施 さ れ る 。 搬 送 方 向 に 延 伸 さ れ た ゲ ル フ ィ ル ム は 、 テ ン タ ー 装 置 に 導 入 さ れ
、 テ ン タ ー ク リ ッ プ に 幅 方 向 両 端 部 を 把 持 さ れ て 、 テ ン タ ー ク リ ッ プ と 共 に 走 行 し な が ら
、 幅 方 法 へ 延 伸 さ れ る 。 こ の 時 フ ィ ル ム の 機 械 搬 送 方 向 （ Ｍ Ｄ ） の 延 伸 倍 率 に 比 べ 幅 方 向
（ Ｔ Ｄ ） の 延 伸 倍 率 を 高 く 設 定 す る こ と 、 具 体 的 に は 幅 方 向 の 延 伸 倍 率 を 機 械 搬 送 方 向 の
延 伸 倍 率 の １ ． １ ～ １ ． ５ 倍 に 設 定 す る こ と に よ っ て フ ィ ル ム Ｔ Ｄ に 配 向 勝 っ た フ ィ ル ム
す な わ ち フ ィ ル ム Ｍ Ｄ に は 金 属 に 近 似 し た 熱 膨 張 係 数 を 保 持 し つ つ 、 フ ィ ル ム Ｔ Ｄ の 熱 膨
張 係 数 を 低 く 抑 え た フ ィ ル ム を 得 る こ と が で き る 。 こ れ ら 範 囲 内 に て 両 者 の 延 伸 倍 率 の 調
整 を 行 い 、 フ ィ ル ム の の 熱 膨 張 係 数 α が ３ ～ １ ０ ｐ ｐ ｍ ／ ℃ 、 フ ィ ル ム の の
熱 膨 張 係 数 α が １ ０ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ ／ ℃ の 範 囲 に す る の が 好 ま し く 、 α が ３ ～ ７ ｐ
ｐ ｍ ／ ℃ 、 α が １ ４ ～ １ ８ ｐ ｐ ｍ ／ ℃ の 範 囲 が よ り 好 ま し い 。
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